





The Pattern of Informal Social Support












































































































































































分析で用いるデータは、2009 年 1 月～ 2 月に
おこなわれた「第 3 回全国家族調査（NFRJ08）」
である。調査対象は、日本国内に居住する 1936
～ 1980 年生まれの日本国民であり、層化 2 段階
無作為抽出法によって抽出された。有効回収数は
















































n % n %
性別
男性 1904 47.5 493 44.9





回答あり 1045 26.1 482 43.9
回答なし 2961 73.9 617 56.1
きょうだいサポート
回答あり 1040 26.0 408 37.1
回答なし 2966 74.0 691 62.9
子どもサポート
回答あり 1076 26.9 231 21.0
回答なし 2930 73.1 868 79.0
友人サポート
回答あり 1321 33.0 538 49.0




























































AIC や BIC の値がより小さいほど、当てはまり
がよいモデルであると判断される。なお尤度比統
X 
































































1 1189.3436 57 .000 716.4973
2 655.7750 50 .000 240.9976
3 340.1568 43 .000 -16.5518
4 224.6846 36 .000 -73.9552
5 168.1196 29 .000 -72.4513




















































クラス構成割合 .246 .373 .178 .203
顕在変数の条件付き応答確率
配偶者 .741 .711 .925 1.000
親 .000 .229 .949 .034
きょうだい .396 .161 .554 .019
子ども .779 .000 .351 .072
友人 .277 .439 .550 .000
共変量の推定クラス割合
　性別
男性 .164 .449 .098 .289


































クラス数 G 2 d.f. p-value BIC
1 418.9067 26 .000 236.8506
2 160.2647 20 .000 20.2216
3 98.3039 14 .000 0.2737
4 52.7541 8 .000 -3.2632
5 25.9114 2 .000 11.9071
表 5　潜在クラスの構成割合と条件付き応答確率（無配偶者）









クラス構成割合 .206 .191 .468 .135
顕在変数の条件付き応答確率
親 .349 .114 .493 .848
きょうだい .000 .301 .426 .846
子ども .000 1.000 .000 .140
友人 1.000 .197 .239 1.000
共変量の推定クラス割合
　性別
男性 .209 .071 .640 .080










く、女性のほぼ 2 倍の 0.6 以上の男性がこのグ
ループに属する。また男性は「友人＋定位家族グ
ループ（クラス 4）」、「子どものみグループ（ク
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る（Collins and Lanza 2010; 藤原ほか 2012）。
3 ） 式からも、顕在変数間の関連がモデルの中に表れ
ていないことが理解できる。
4 ） （http://members.home.nl/jeroenvermunt/ 
#Software）より、2017 年 1 月取得。
5 ） 質問項目において設定されている仮想的事態は、
それぞれ、「（イ）急いでお金（30 万円程度）を
借りなければならないとき」（経済）、「（ウ）自分
や家族の誰かが病気や事故で、どうしても人手が
必要なとき」（人手）である。回答選択肢は相談
サポートと同一である。
